
「危機管理」の項目の検討経過 
 
１ 平成１９年８月４日（土）第１０回懇話会（グループ会議） 

⑴ 市民グループが「安心・安全」の項目の追加を提案 
⑵ 「市民生活を送る上での必要不可欠な条件として、安心安全なまちに

住む市民の権利を規定し、行政に、安心・安全なまちを保つための努力

義務を位置づけるべきとした。」 
 
２ 平成１９年８月１８日（土）第１１回懇話会 

⑴ 立正大学山口教授を迎え、条例に位置付けすべき項目のアドバイスを

いただいた。 
⑵ 最近の自治基本条例の制定状況では、「危機管理」を位置づける事例が

多く見られるとのコメントをいただいた。 
 
３ 平成１９年９月２９日（土）第１４回懇話会（グループ会議終了時点） 

⑴ 市民グループ 
ア 「（市民の権利）市民は、個人として尊重され、快適な環境において

安全で安心な生活を営む権利を有する」 
イ 前文を検討した際に、「北本市は災害の少ないまち」ということを盛

り込んだことから、項目としての位置付けを考えた。 
ウ 安心・安全について、市の役割と市民の役割のそれぞれがある 

⑵ 総則グループ 
ア 「（危機管理体制の確立）市は、安心・安全なまちづくりをめざすと

ともに、緊急時に、総合的かつ機能的な活動が図れるよう、危機管理

体制の確立に努めなければならない」 
イ 市民の生命及び財産の安全性の向上に努めるとともに、関係機関と

の連携・協力、緊急時に備えることができる総合的、機動的な危機管

理体制の確立が必要です。 
 
４ 平成１９年１１月２３日(土）第１８回懇話会（グループ間協議終了時点） 

⑴ 安心・安全に関する規定 

  「１ 市は、市民が快適な環境において安全で安心な生活を維持できる

よう努めなければならない 

   ２ 市は、災害時における危機管理体制を確立し、可能な限り市民の

安全を確保しなければならない。 

   ３ 市民は、災害時等においては、市民自らの安全を確保できる範囲

で協力するよう努める。」 

   行政だけでなく、市民の責務として災害時に協力する内容を盛り込む 
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⑵ 危機管理体制の確立 

  「市は、安心・安全なまちづくりをめざすとともに、緊急時に、総合的

かつ機能的な活動が図れるよう、危機管理体制の確立に努めなければな

らない。」 

   市民の生命及び財産の安全性の向上に努めるとともに、関係機関との

連携・協力、緊急時に備えることができる総合的、機能的な危機管理体

制の確立が必要。 

 

５ 平成２０年２月２２日(金）第２２回懇話会 
  懇話会条例構成案作成の際に「（危機管理体制の確立）市は、安全・安心

なまちづくりをめざすとともに、緊急時に、総合的かつ機能的な活動が図

れるよう、危機管理体制の確立に努めなければならない。」と整理 


